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部活動指導員導入に関する経過報告について 

 

１ 任用状況 

（１）江別第三中学校 バドミントン部１名（令和６年６月～）（60 代男性、非常勤講師） 

（２）大麻東中学校 野球部１名（令和６年６月～）（40代男性、元教員） 

（３）江陽中学校 バスケットボール部２名（①令和６年７月～、②８月～）（20代男性・大学生他） 

→３校３種目、計４名を任用中 

 

２ 勤務条件 

土日祝のいずれか週１日３時間勤務とする。ただし、大会や練習試合等の引率により３時間を超える場

合、年間の時間数の中で調整を行う。 

主な業務内容は、実技指導や大会等の引率の他に、用具・施設の点検管理、保護者等への連絡、指導計

画の作成、事故が発生した場合の現場対応などを含み、これらを教職員と連携・分担する。 

報酬として１時間あたり 1,600 円及び交通費を支給。市外への引率には、別途旅費を支給する。 

 

３ 導入校からの声 

（１） 顧問の業務量について 

・顧問の業務が減り、休日を増やすことにつながった。 

・指導者が増えることにより、業務が分担できており、顧問の業務量が減った。 

・技術面や精神面の指導など大変助かっているが、校舎の施錠管理を任せることはできず、顧問も変わら

ず部活動に参加しているため、結果として業務量（時間）は変わっていない。 

 

（２） 部活動指導員配置のメリット 

・専門家の指導を受けることで、生徒の上達スピードが向上した。 

・専門的な指導方法を間近で見ることで、顧問の指導に対する理解が深まった。 

・土日の部活動を任せることができるため、顧問の業務量が減った。 

・元教員の部活動指導員の方から、生徒が学校生活全体へのアドバイスを受けることができる。 

・人数が増えたことで、手厚く指導することができる。 

・大会等で審判業務を請け負ってもらうことで、自チームの指導にあたることができる。 

 

（３）部活動指導員配置に関する課題 

・活用時間に上限がある点。大会等の引率をお願いした場合、活用できる時間が一気に短くなる。 

 ・部活動指導員のみで学校内の施設を利用できない点。校内のトイレを使用する場合など 

 ・引率の際に、大会運営業務を引き受けざるを得なく、業務範囲を超えてしまうことがある点。 

 ・指導者資格の取得費用が高額である点。 

 ・活用できる時間が短い点。・ 

 

４ 次年度の方針 

  上記報告のとおり、教員の業務負担軽減や専門的な技術指導を受けられるという観点から、導入校では

一定の効果が見られており、令和７年度は全校に１名ずつ配置できるよう予算要求を行い、部活動指導員

を拡大していく。人材については、北海道のサポーターバンクの活用や市内関係団体との連携により、早

期に確保することを目指す。 
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令和６年 市内大学・クラブチーム等の動きについて 

 

 

１ 市内大学等 

（１）北翔大学 

  江別市大学連携調査研究事業補助金（江別市企画政策部企画課所管）により、以下２種

目のトレーニング指導に係るモデル事業を実施。 

  ・陸上（令和６年８月～令和７年１月）【令和５年度から継続】 

  ・バレーボール（令和６年 11 月～令和７年１月）【新規】 

 

２ クラブチーム等 

（１）連携協定の締結 

  令和６年３月 28 日、江別市と江別ブルーインズ（社会人硬式野球チーム）・江別ワイル

ドボアーズ（バスケットボールクラブ・江別バスケットボール少年団 OB 会）が、「生涯ス

ポーツを楽しめるまちづくりを推進する協定」締結。 

  相互に連携・協力を強化しながら各種事業に取り組むことで、市民の「生涯スポーツ」

の実現に寄与することを目的とし、下記の事項について情報・意見交換を実施し、相互に

合意した具体的な事業について協働で取り組む。 

 ・江別市民の健康増進に関すること 

 ・スポーツの振興・発展に寄与すること 

 ・人材育成に関すること 

 ・地域振興に関すること 

 ・双方が抱える課題解決に関すること 

 ・その他、必要と認められる連携・協力に関すること 

 

（２）クラブチーム等の地域連携・地域移行へ向けた動き 

・江別ワイルドボアーズ 

  OB（20 代男性・バスケットボール指導者）・現役選手（20 代男性・大学生）を部活動指

導員として市教委へ紹介し、中学生へ指導を行っている。 

・江別ブルーインズ 

  令和６年８月、江別野球連盟が実施する野球教室に講師を派遣、「ブルーインズベース

ボールアカデミー」を開講し、令和６年 11 月から中学生を対象として、12 月は小学校５

～６年生を対象に、隔月で小中学生に野球の技術指導を行っている。 

 ・江別市ラグビーフットボール協会 

  令和６年４月から「江別ジュニアラグビークラブ」を開校し、江別市内及び近郊の中学

生男女を対象に指導にあたっている。 
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今後の中学校における部活動の地域移行の在り方が検討されています．昨年度に

引き続き，北翔大学では江別市内の中学生を対象として，8 月の 2 学期から毎週水曜日の夕刻，陸上競

技のトレーニング指導受講生を募集します．大学の陸上競技場で，学生指導者から指導を受けてみませ

んか？ 

 

記 

＊日  時：毎週水曜日 16:30～18:30 

初回 令和６年 ８月 ２８(水) 16:30～18:30  

以降 令和 7 年 １月 ２９(水)までの 合計 21 回 

＊休講日 9/4(水)、1/1(水) 

※大学の事情により，中止の日が発生する可能性もございます． 

 

＊場   所：北翔大学陸上競技場（雨天、冬季間：第 1 体育館室内走路）住所 江別市文京台２３番地 

＊対    象：中学１～３年生  

＊募集人数：３０名       

＊参 加 費：無料  

＊駐 車 場：浅井記念館前駐車場 

＊申込方法：右記の QR コードから必要事項を記入の上，申し込みをお願

いします。お電話の申込は受付できません。 

＊申込期間：令和６年９月３０日（月）まで延長します 

＊実施内容：中学生に必要な陸上競技の基礎的な体力・技術トレーニング 

      体力・運動能力測定（トレーニング前の体力レベルを把握） 

＊持 ち 物：スパイク、飲み物、タオル、着替え、室内シューズ 

＊傷病対応：応急処置は主催者で行いますが，以後の責任は負いません．各自，傷害保険の加入をお願

いします． 

＊指導監修 

大宮真一（スポーツ教育学科准教授） 

北海道学生陸上競技連盟ヘッドコーチ 

江別市小学校走り方教室講師 

国際陸連 U-16 コーチ

 

※参加者の専門種目や状況に応じて，北翔大学陸上競技部の学生指導者が変更することがあります。 
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現在、中学校における部活動の地域移行の在り方が検討されています。 

北翔大学では江別市内の中学生を対象として、バレーボールの指導を受けてみたい、あるいはバレー

ボールを体験してみたい生徒を募集します。北翔大学の体育館で、学生指導者からの指導を受けてみま

せんか？ ※本事業は江別市の協力・支援により実施されています 

 

＊日  時：毎週月曜日 16:30～18:30 

初回 令和 6 年 11 月 11 日(月) 16:30～18:30  

以降 令和 7 年１月２7 日(月)までの 8 回 

＊11/25、12/30、1/6、1/13 はお休みします 

＊事情により中止および変更が発生する場合もあります 

 

＊場   所：北翔大学第 1 体育館アリーナ 住所 江別市文京台２３番地 

＊対    象：中学１～３年生  

＊募集人数：20 名程度 

＊参 加 費：無料  

＊駐 車 場：浅井記念館前駐車場 

＊申込方法：右記の QR コードから必要事項を入力し 

お申し込みをお願いします お電話の申込は受付できません 

＊申込期間：随時 

＊実施内容：基本的なバレーボールの技術や体力トレーニング 

＊持 ち 物：室内シューズ、飲み物、タオル、着替え、肘膝サポーターなど（４号球はこちらで用意） 

＊傷病対応：各自、傷害保険の加入をお願いします 

応急処置は主催者で行いますが、以後の責任は負いません 

＊指導監修 

永谷 稔（スポーツ教育学科教授）     南部展生（キャリア支援課） 

女子バレーボール部監督       男子バレーボール部監督 

バレーボールコーチ 4       バレーボールコーチ 3

 

 

※参加者に応じて、北翔大学男女バレーボール部の学生が指導に当たります 
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に

応
じた

多
種

多
様

な
体

験
（

マ
ル

チ
ス

ポ
ー

ツや
ス

ポ
ー

ツと
文

化
芸

術
の

融
合

を
含

む
）

、子
供

た
ち

の
個

性
・得

意
分

野
等

の
尊

重
、

学
校

を
越

え
た

仲
間

の
獲

得
、様

々
な

世
代

との
豊

か
な

交
流

、専
門

的
指

導
者

に
よ

る
高

度
な

指
導

、学
校

段
階

に
とら

わ
れ

な
い

継
続

的
な

活
動

な
ど

●
地

域
クラ

ブ
活

動
の

具
体

的
な

実
施

形
態

や
活

動
内

容
等

は
多

様
な

形
が

あ
り得

る
も

の
（

従
来

の
部

活
動

の
在

り方
に

囚
わ

れ
る

必
要

は
な

い
）

※
民

間
の

クラ
ブ

チ
ー

ム
等

との
区

別
の

明
確

化
や

質
の

担
保

等
の

観
点

か
ら、

地
域

クラ
ブ活

動
の

定
義

・要
件

や
認

定
方

法
等

を
国

とし
て

示
す

必
要

５
．

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
の

在
り方

●
次

期
改

革
期

間
︓

「改
革

実
行

期
間

」（
前

期
︓

令
和

8〜
10

年
度

⇒
中

間
評

価
⇒

後
期

︓
令

和
11

〜
13

年
度

）
 

※
これ

か
ら改

革
に

取
り組

む
地

方
公

共
団

体
に

お
い

て
も

、前
期

で
地

域
展

開
（

困
難

な
場

合
は

地
域

連
携

）
に

着
手

●
市

区
町

村
が

幅
広

い
関

係
者

の
理

解
と協

力
の

下
、平

日
・休

日
を

通
した

活
動

を包
括

的
に

企
画

・調
整

し、
多

様
な

選
択

肢
の

中
か

ら地
域

の
実

情
等

に
あ

った
望

ま
しい

在
り方

を
見

出
して

い
くこ

とが
重

要
●

休
日

及
び

平
日

の
具

体
的

な
取

組
方

針
等

に
つ

い
て

は
、更

に
議

論
を

深
め

る
（

※
第

３
回

W
Gで

の
議

論
を踏

まえ
て、

中
間

とり
まと

め
（

案
）

の
記

載
を検

討
）

●
地

域
の

実
情

等
に

応
じて

継
続

的
か

つ
円

滑
に

取
組

を進
め

られ
る

よ
う、

受
益

者
負

担
と公

的
負

担
との

バ
ラン

ス
な

ど費
用

負
担

の
在

り方
を

検
討

【最
終

とり
ま

とめ
ま

で
に

検
討

す
る

主
な

事
項

（
個

別
課

題
へ

の
対

応
等

）
】

１
．

「地
域

クラ
ブ

活
動

」の
実

施
体

制
の

在
り方

２
．

指
導

者
の

質
の

保
障

と量
の

確
保

３
．

「地
域

クラ
ブ

活
動

」を
行

う活
動

場
所

４
．

活
動

場
所

へ
の

移
動

５
．

競
技

大
会

運
営

の
在

り方
６

．
保

護
者

等
関

係
者

理
解

促
進

７
．

生
徒

の
安

全
確

保
の

た
め

の
体

制
８

．
特

別
支

援
学

校
等

に
お

け
る

部
活

動
改

革
９

．
費

用
の

負
担

の
在

り方
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部
活

動
改

革
に

伴
う学

習
指

導
要

領
解

説
の

見
直

しに
つ

い
て

１
．

経
緯

◆
令

和
４

年
６

月
・８

月
 「

運
動

部
活

動
の

地
域

移
行

に
関

す
る

検
討

会
議

提
言

」（
６

月
）

及
び

「文
化

部
活

動
の

地
域

移
行

に
関

す
る

検
討

会
議

提
言

」（
８

月
）

  （
学

習
指

導
要

領
解

説
の

見
直

しに
も

言
及

）
◆

令
和

４
年

12
月

   
・学

校
部

活
動

及
び

新
た

な
地

域
クラ

ブ活
動

の
在

り方
等

に
関

す
る総

合
的

な
ガ

イド
ライ

ン（
ス

ポ
ー

ツ庁
・文

化
庁

）
   

・「
学

校
部

活
動

及
び

新
た

な
地

域
クラ

ブ
活

動
の

在
り方

等
に

関
す

る
総

合
的

な
ガ

イド
ライ

ン
」の

策
定

及
び

学
校

部
活

動
の

地
域

連
携

・地
域

移
行

に
関

す
る

関
連

制
度

の
運

用
に

つ
い

て
（

令
和

４
年

12
月

27
日

スポ
ーツ

庁
次

長
・文

化
庁

次
長

・総
合

教
育

政
策

局
長

・初
等

中
等

教
育

局
長

通
知

）
４

学
習

指
導

要
領

解
説

の
見

直
し等

に
つ

い
て

①
この

た
び

の
ガ

イド
ライ

ン
の

改
定

を踏
ま

え
、地

域
クラ

ブ
活

動
の

位
置

付
け

や
学

校
との

連
携

の
在

り方
等

を
更

に
明

確
に

す
る

た
め

、今
後

、国
が

行
う実

証
事

業
等

の
状

況
等

も
踏

ま
え

、学
習

指
導

要
領

解
説

に
お

け
る

関
連

の
記

載
の

見
直

しを
行

う予
定

で
あ

る
こと

。 

２
．

見
直

し
の

趣
旨

○
実

証
事

業
の

１
年

目
が

終
了

し、
休

日
を

中
心

に
、部

活
動

の
地

域
移

行
が

進
捗

し、
今

後
も

着
実

に
進

捗
して

い
く見

込
み

で
あ

る
一

方
で

、地
方

自
治

体
・保

護
者

か
らは

、学
校

と地
域

クラ
ブ

との
連

携
、平

日
と休

日
の

活
動

の
指

導
方

針
等

の
連

携
が

課
題

とし
て

挙
げ

られ
て

い
る

状
況

。
○

こう
した

状
況

を
受

け
、地

域
クラ

ブ
活

動
の

更
な

る
円

滑
実

施
に

資
す

る
よ

う、
現

行
の

部
活

動
ガ

イド
ライ

ンの
記

載
をベ

ー
ス

に
、学

校
と地

域
クラ

ブ
 と

の
連

携
等

に
係

る
記

載
の

追
加

等
を

行
うこ

とで
、学

校
関

係
者

を含
め

た
共

通
理

解
の

促
進

を
図

る
。

※
学

校
部

活
動

の
位

置
付

け
の

見
直

しの
要

否
等

に
つ

い
て

は
、学

習
指

導
要

領
本

体
の

次
期

改
訂

に
向

け
、別

途
、議

論

◆
令

和
５

年
度

〜
 ・

上
記

の
部

活
動

ガ
イド

ライ
ンに

基
づ

く「
改

革
推

進
期

間
」（

R5
〜

7）
が

ス
ター

ト
 ・

「地
域

ス
ポ

ー
ツク

ラブ
活

動
へ

の
移

行
に

向
け

た
実

証
事

業
」の

実
施

（
運

動
部

活
動

R5
︓

33
9市

区
町

村
、R

6︓
51

0市
区

町
村

）
【運

動
部

活
動

の
地

域
移

行
の

現
状

・見
通

し（
部

活
動

数
ベ

ー
ス

）
（

R6
フォ

ロ
ー

ア
ップ

調
査

結
果

よ
り）

】
＜

休
日

＞
 R

5（
実

績
）

︓
10

％
  

⇒
R

6︓
21

％
⇒

R
7︓

37
％

⇒
R

8︓
55

％
＜

平
日

＞
 R

5（
実

績
）

︓
4％

⇒
R

6︓
  

7％
⇒

R
7︓

13
％

⇒
R

8︓
22

％

１

資
料

２
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３
．

見
直

し
の

概
要

（
１

）
学

校
と地

域
ク

ラ
ブ

との
連

携
等

に
関

す
る

記
載

の
新

設
 【

総
則

編
】

※
中

学
校

・特
別

支
援

学
校

（
中

学
部

）
   

   
現

行
の

部
活

動
ガ

イド
ライ

ン
の

記
載

に
沿

って
、地

域
クラ

ブ
活

動
の

位
置

付
け

（
学

校
外

の
活

動
）

や
教

育
的

意
義

等
を

明
確

化
した

上
で

、
 以

下
の

内
容

を
記

載
   

①
 学

校
と地

域
クラ

ブと
の

間
で

の
活

動
方

針
等

の
共

通
理

解
を

図
る

②
 特

に
、平

日
と休

日
で

指
導

者
が

異
な

る
場

合
、指

導
の

一
貫

性
を

確
保

す
る

観
点

か
ら緊

密
に

連
携

   
③

 地
域

で
実

施
され

て
い

る
ス

ポ
ー

ツ・
文

化
芸

術
活

動
の

内
容

等
を生

徒
・保

護
者

に
周

知

（
２

）
部

活
動

の
現

状
の

位
置

付
け

の
明

確
化

 【
総

則
編

】
※

中
学

校
・高

等
学

校
・特

別
支

援
学

校
（

中
学

部
・高

等
部

）
部

活
動

は
、法

令
上

の
義

務
とし

て
実

施
され

るも
の

で
は

な
い

こと
か

ら学
校

の
判

断
に

よ
り実

施
しな

い
こと

も
あ

り、
また

、全
て

の
生

徒
が

一
律

に
加

入
しな

け
れ

ば
な

らな
い

も
の

で
は

な
く、

生
徒

の
自

主
的

・自
発

的
な

参
加

に
より

行
わ

れ
る

も
の

（
３

）
部

活
動

に
お

け
る

多
様

な
生

徒
・ニ

ー
ズ

へ
の

配
慮

 【
保

健
体

育
編

】
※

中
学

校
・高

等
学

校
①

 レ
クリ

エ
ー

シ
ョン

志
向

の
生

徒
や

、運
動

が
苦

手
な

生
徒

、障
害

の
あ

る生
徒

な
ど、

どの
生

徒
で

も
参

加
しや

す
い

活
動

内
容

や
活

動
時

間
等

と
す

る
な

どの
工

夫
を実

施
   

②
 複

数
の

ス
ポ

ー
ツや

文
化

・科
学

分
野

等
の

様
々

な
活

動
も

含
め

て
幅

広
く経

験
で

きる
よう

配
慮

４
．

今
後

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（

予
定

）

・1
0月

23
日

・2
4日

 部
活

動
改

革
に

関
す

る
実

行
会

議
W

G（
ス

ポ
ー

ツ、
文

化
芸

術
）

で
の

審
議

・1
0月

25
日

  
 

  中
教

審
・教

育
課

程
部

会
で

の
審

議
・1

2月
上

旬
 

   
部

活
動

改
革

に
関

す
る

実
行

会
議

で
の

審
議

・1
2月

中
 改

訂
・通

知
２
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中
学

校
学

習
指

導
要

領
（

平
成

29
年

告
示

）
に

お
け

る
記

載

第
１

章
 

総
則

第
５

学
校

運
営

上
の

留
意

事
項

１
教

育
課

程
の

改
善

と
学

校
評

価
，

教
育

課
程

外
の

活
動

と
の

連
携

等

ウ
教

育
課

程
外

の
学

校
教

育
活

動
と

教
育

課
程

の
関

連
が

図
ら

れ
る

よ
う

に
留

意
す

る
も

の
と

す
る

。
特

に
，

生
徒

の
自

主
的

，
自

発
的

な
参

加
に

よ
り

行
わ

れ
る

部
活

動
に

つ
い

て
は

，
ス

ポ
ー

ツ
や

文
化

，
科

学
等

に
親

し
ま

せ
，

学
習

意
欲

の
向

上
や

責
任

感
，

連
帯

感
の

涵
養

等
，

学
校

教
育

が
目

指
す

資
質

・
能

力
の

育
成

に
資

す
る

も
の

で
あ

り
，

学
校

教
育

の
一

環
と

し
て

，
教

育
課

程
と

の
関

連
が

図
ら

れ
る

よ
う

留
意

す
る

こ
と

。
そ

の
際

，
学

校
や

地
域

の
実

態
に

応
じ

，
地

域
の

人
々

の
協

力
，

社
会

教
育

施
設

や
社

会
教

育
関

係
団

体
等

の
各

種
団

体
と

の
連

携
な

ど
の

運
営

上
の

工
夫

を
行

い
，

持
続

可
能

な
運

営
体

制
が

整
え

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

も
の

と
す

る
。

【参
考

】
学

習
指

導
要

領
に

お
け

る
部

活
動

の
位

置
付

け

※
高

等
学

校
・特

別
支

援
学

校
に

つ
い

て
も

、同
様

の
記

載

３
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48
09

; 1
0%

14
12

; 3
%

54
40

; 1
1%

36
12

3;
 7

6%

25
79

8;
 5

5%

20
49

; 4
%

40
27

; 9
%

15
17

9;
 3

2%

【
参

考
】

休
日

の
運

動
部

活
動

の
地

域
連

携
・

地
域

移
行

の
動

向
（

部
活

動
数

）

R5
（

実
績

）
R6

R7

◆
部

活
動

数

地
域

移
行

（
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

）

地
域

連
携

（
合

同
部

活
動

）

地
域

連
携

（
部

活
動

指
導

員
の

活
用

）

学
校

部
活

動

98
24

; 2
1%

20
53

; 4
%

56
51

; 1
2%

29
77

3;
 6

3%

16
16

1;
 3

7%

21
93

; 5
%

49
54

; 1
2%

19
99

6;
 4

6%

※
1

各
年

度
の

地
域

移
行

の
部

活
動

数
は

、
前

年
度

ま
で

に
地

域
移

行
を

完
了

し
た

部
活

動
数

も
含

む
※

2
未

定
等

に
よ

り
、

年
度

ご
と

に
回

答
率

が
異

な
る

た
め

、
合

計
値

は
一

致
し

な
い

※
3

調
査

票
で

は
、

令
和

５
年

度
〜

令
和

８
年

度
の

他
、

地
域

移
行

（
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

）
は

「
令

和
９

年
度

以
降

」
「

時
期

未
定

」
、

地
域

連
携

・
学

校
部

活
動

は
「

時
期

未
定

」
の

回
答

欄
を

設
け

た
た

め
、

令
和

６
年

度
以

降
の

集
計

に
は

一
部

の
部

活
動

は
含

ま
れ

な
い

R8

令
和

５
年

度
以

降
、

地
域

移
行

（
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

で
の

活
動

）
に

取
り

組
む

部
活

動
数

（
※

1）
は

増
加

し
て

い
る

。
令

和
７

年
度

ま
で

に
は

、
23

,3
08

部
活

動
（

54
%

）
が

地
域

連
携

ま
た

は
地

域
移

行
（

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
で

の
活

動
）

を
予

定
し

て
い

る
。

※
休

日
の

部
活

動
の

実
施

に
当

た
り

、
各

類
型

で
実

施
し

た
／

実
施

予
定

の
部

活
動

数
を

調
査

。

地
域

連
携

ま
た

は
地

域
移

行
を

実
施

す
る

部
活

動
数

︓
11

,6
61

部
活

動
（

24
%

）
17

,5
28

部
活

動
（

37
%

）

31
,8

74
部

活
動

（
68

%
）

23
,3

08
部

活
動

（
54

%
）

＜
出

典
＞

学
校

部
活

動
及

び
新

た
な

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
の

在
り

方
等

に
関

す
る

総
合

的
な

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
係

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

調
査

結
果

（
運

動
部

）
（

令
和

６
年

８
月

）
４
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14
79

; 4
%

94
3;

 2
%

42
71

; 1
1%

32
88

2;
 8

3%

25
74

; 7
%

14
00

; 4
%

45
52

; 1
2%

27
85

2;
 7

7%

36
32

; 1
3% 13

64
; 5

%

37
71

; 1
3%

19
61

9;
 6

9%

62
74

; 2
2%

13
59

; 5
%

34
41

; 1
2%

17
10

5;
 6

1%

【
参

考
】

平
日

の
運

動
部

活
動

の
地

域
連

携
・

地
域

移
行

の
動

向
（

部
活

動
数

）

R5
R6

R7

◆
部

活
動

数
地

域
移

行
（

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
）

地
域

連
携

（
合

同
部

活
動

）

地
域

連
携

（
部

活
動

指
導

員
の

活
用

）

学
校

部
活

動

R8

令
和

５
年

度
以

降
、

地
域

移
行

（
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

で
の

活
動

）
に

取
り

組
む

部
活

動
数

（
※

1）
は

増
加

し
て

い
る

。
令

和
７

年
度

ま
で

に
は

、
8,

76
7部

活
動

（
31

%
）

が
地

域
連

携
ま

た
は

地
域

移
行

（
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

で
の

活
動

）
を

予
定

し
て

い
る

。 地
域

連
携

ま
た

は
地

域
移

行
を

実
施

す
る

部
活

動
数

︓
6,

69
3部

活
動

（
17

%
）

8,
52

6部
活

動
（

23
%

）

11
,0

74
部

活
動

（
39

%
）

8,
76

7部
活

動
（

31
%

）

※
1

各
年

度
の

地
域

移
行

の
部

活
動

数
は

、
前

年
度

ま
で

に
地

域
移

行
を

完
了

し
た

部
活

動
数

も
含

む
※

2
未

定
等

に
よ

り
、

年
度

ご
と

に
回

答
率

が
異

な
る

た
め

、
合

計
値

は
一

致
し

な
い

※
3

調
査

票
で

は
、

令
和

５
年

度
〜

令
和

８
年

度
の

他
、

地
域

移
行

（
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

）
は

「
令

和
９

年
度

以
降

」
「

時
期

未
定

」
、

地
域

連
携

・
学

校
部

活
動

は
「

時
期

未
定

」
の

選
択

肢
を

設
け

た
た

め
、

令
和

６
年

度
以

降
の

カ
ウ

ン
ト

で
は

一
部

の
部

活
動

が
含

ま
れ

て
い

な
い

※
平

日
の

部
活

動
の

実
施

に
当

た
り

、
各

類
型

で
実

施
し

た
／

実
施

予
定

の
部

活
動

数
を

調
査

。

＜
出

典
＞

学
校

部
活

動
及

び
新

た
な

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
の

在
り

方
等

に
関

す
る

総
合

的
な

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
係

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

調
査

結
果

（
運

動
部

）
（

令
和

６
年

８
月

）
５
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学
校

部
活

動
及

び
新

た
な

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
の

在
り方

等
に

関
す

る
総

合
的

な
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

令
和

４
年

12
月

ス
ポ

ー
ツ

庁
・文

化
庁

）
（

抜
粋

）

Ⅱ
新

た
な

地
域

ク
ラ

ブ
活

動

３
学

校
との

連
携

等

ア
地

域
クラ

ブ活
動

は
、青

少
年

の
ス

ポ
ー

ツ・
文

化
芸

術
活

動
が

有
す

る
教

育
的

意
義

の
み

な
らず

、集
団

の
中

で
仲

間
と切

磋
琢

磨
す

る
こと

や
、学

校
の

授
業

とは
違

った
場

所
で

生
徒

が
活

躍
す

る
こと

な
ど、

生
徒

の
望

ま
しい

成
長

を
保

障
して

い
く観

点
か

ら、
教

育
的

意
義

を持
ち

うる
も

の
で

あ
る

。
学

校
部

活
動

の
教

育
的

意
義

や
役

割
を継

承
・発

展
させ

、地
域

で
の

多
様

な
体

験
や

様
々

な
世

代
との

豊
か

な
交

流
等

を
通

じた
学

び
な

どの
新

しい
価

値
が

創
出

され
る

よ
う、

学
校

・家
庭

・地
域

の
相

互
の

連
携

・協
働

の
下

、ス
ポ

ー
ツ・

文
化

芸
術

活
動

に
よる

教
育

的
機

能
を

一
層

高
め

て
い

くこ
とが

大
切

で
あ

る
。

イ
地

域
クラ

ブ活
動

と学
校

部
活

動
との

間
で

は
、運

営
団

体
・実

施
主

体
や

指
導

者
が

異
な

る
た

め
、２

（
２

）
②

で
述

べ
た

協
議

会
等

の
場

を
活

用
し、

地
域

クラ
ブ

活
動

と学
校

部
活

動
との

間
で

、活
動

方
針

や
活

動
状

況
、ス

ケ
ジ

ュー
ル

等
の

共
通

理
解

を図
る

とと
も

に
、関

係
者

が
日

々
の

生
徒

の
活

動
状

況
に

関
す

る
情

報
共

有
等

を
綿

密
に

行
い

、学
校

を
含

め
た

地
域

全
体

で
生

徒
の

望
ま

しい
成

長
を

保
障

す
る

。そ
の

際
、兼

職
兼

業
に

より
指

導
に

携
わ

る
教

師
の

知
見

も
活

用
す

る
。

ウ
（

略
）

エ
学

校
の

設
置

者
及

び
校

長
は

、地
域

で
実

施
され

て
い

るス
ポ

ー
ツ・

文
化

芸
術

活
動

の
内

容
等

も
生

徒
や

保
護

者
に

周
知

す
る

な
ど、

生
徒

が
興

味
関

心
に

応
じて

自
分

に
ふ

さわ
しい

活
動

を選
べ

る
よ

うに
す

る
。

Ⅲ
学

校
部

活
動

の
地

域
連

携
や

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
へ

の
移

行
に

向
け

た
環

境
整

備
１

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・文

化
芸

術
環

境
の

整
備

方
法

（
１

）
休

日
の

活
動

の
在

り方
等

の
検

討
ア

地
域

に
お

け
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ・
文

化
芸

術
環

境
の

整
備

に
つ

い
て

、ま
ず

は
、休

日
に

お
け

る
地

域
の

環
境

の
整

備
を着

実
に

進
め

る。
その

際
、休

日
と平

日
で

指
導

者
が

異
な

る場
合

に
は

、あ
らか

じめ
指

導
者

等
の

間
で

指
導

方
針

や
生

徒
の

活
動

状
況

に
関

す
る

情
報

等
の

共
有

を行
うな

ど緊
密

な
  

連
携

を図
る

とと
も

に
、生

徒
や

保
護

者
等

へ
説

明
を

丁
寧

に
行

う。
６
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実現可能性 

必要性 

●● 

〇〇〇 
×× 

高 

低 

▲▲ 

ＧＷ 発表時の模造紙のイメージ 

＜グループワークのイメージ＞ 

ＧＷ 種目毎の整理時のイメージ 

【種目（●●）】 
活動日は？ 課題 解決策 

平日、土日ともに

活動する 

・放課後の移動方法はどうのようにすべきか ・自転車又は徒歩での移動が可能な夏

期のみ拠点校での活動とする。 

 

指導者は？ 課題 解決策 

平日は拠点校の教

員、土日は部活動

指導員。 

・拠点校の教員の負担が増えないか 

・部活動指導員は確保できるか 

・拠点校以外の学校に連絡担当の教員

を置く。 

・社会人クラブに協力を依頼する。 

 
 
 
【●●】の拠点校導入について （１～５点） 

          ◇ 必要性       ５点 

◇ 実現可能性     ４点 

全グループが発表 

他のグループへ質疑 

全体で投票 

※自分のグループ以外の 

種目に投票する 

結果発表 

上の整理に基づき

種目を貼り付け 
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江別市立学校における部活動地域展開に関する提言 （骨子案） 

（令和 7 年 3 月に 在り方検討委員会から市教委へ） 

 

 

●休日の部活動について、令和９年度を目標に地域へ展開する 

 ・令和１０年度以降、休日の部活動は、地域主体の活動とする。 

 

●平日の部活動について、令和１３年度を目標に地域へ展開する 

 ・令和１４年度以降、部活動は地域主体の活動とする。 

 

●地域主体の活動とは、地域クラブ等における活動のほか、部活動指導員による

指導を含むものとし、教員による指導は大会引率を除き原則として行わない。 

 

●市教委は部活動指導員の人材確保に努める。 

 ・北海道部活動サポーターバンクの活用 

 ・（仮）江別市部活動指導者バンクの設置 

 ・大学との連携による学生（特に教職課程）の派遣 

 ・市内及び近郊の社会人クラブチームからの派遣 

 ・教員の兼職兼業による指導に向けた環境整備 

 

●地域クラブ等における活動は、拠点校方式による活動を基本とし、複数の中学

校の生徒を受け入れるものとする。 

 

●拠点校は生徒の移動距離を考慮し、江別地区・野幌地区・大麻地区のように、 

市内に複数校設置するよう努める。 

 

●複数種目の競技に触れることのできる機会を提供するため、総合型地域スポー

ツクラブの拡充を図る。 

 

●地域クラブ等における活動は、原則学校施設を使用するものとするが、必要に

応じて社会教育施設の使用も可能とする。 

 

●平日の地域展開は、教員に代わる指導者の確保が困難である等、多くの課題が

あることから、休日の地域展開が完了した後、学習指導要領の改訂や国による継

続的な財政措置等の方向性を見定めて、慎重に行うものとする。 
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●地域クラブ等における活動に掛かる保護者の負担については、できるだけ現状

より増加しないよう、国や北海道の補助金のほか、ふるさと納税等を最大限活用

するとともに、市内企業による協賛等についても検討する。また、あわせて就学援

助世帯への支援も行う。 

 

●部活動の地域展開については、中体連や中文連の大会参加規程等を踏まえると

ともに、石狩管内他市町村の動向を注視し、できるだけ足並みを揃えることで、教

職員の人事異動による混乱を最小限に留めるよう努めることとする。 

 

〇今後、市教委は当提言に基づき、種目毎に関係者（教員、地域、関係団体等）と協

議を行い、準備が整った種目から順次地域展開を進める。 
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令
和
６
年
度
　
江
別
市
立
中
学
校
部
活
動
ご
と
の
指
導
者
数
・
加
入
者
数
一
覧

学
校

名
部

活
動

名
顧

問
・

副
顧

問
指

導
員

う
ち

専
門

加
入

者
数

(
R
6
.
5
.
1
)

加
入

者
数

(
R
6
.
1
0
.
1
）

合
同

チ
ー

ム
(
R
6
夏

)
合

同
チ

ー
ム

(
R
6
秋

)
江

別
第

一
中

学
校

野
球

2
2

1
7

1
2

江
別

第
一

・
江

別
第

三
江

別
第

一
・

江
別

第
三

サ
ッ

カ
ー

2
1

3
2

2
5

江
別

第
一

・
江

陽
江

別
第

一
・

江
陽

男
子

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

2
1

1
0

1
1

女
子

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

2
2

1
0

7
男

子
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
2

0
1
5

8
女

子
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
2

1
1
8

1
3

剣
道

3
2

2
1

1
5

男
子

テ
ニ

ス
2

2
2
5

1
0

女
子

テ
ニ

ス
2

1
2
7

2
0

男
子

卓
球

1
1

2
5

2
2

女
子

卓
球

3
1

7
5

吹
奏

楽
2

1
4
2

2
9

美
術

1
1

4
2

2
5

江
別

第
二

中
学

校
野

球
2

2
1
1

2
単

独
江

別
第

二
・

野
幌

・
当

別
・

新
篠

津

サ
ッ

カ
ー

2
2

3
2

2
3

男
子

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

3
2

2
4

1
8

女
子

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

3
1

1
9

1
1

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

2
2

2
2

1
6

女
子

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

2
1

2
1

1
2

吹
奏

楽
3

1
3
8

3
0

美
術

2
1

2
7

1
9

江
別

第
三

中
学

校
野

球
2

1
1
4

7
江

別
第

三
・

江
別

第
一

江
別

第
三

・
江

別
第

一
男

女
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
2

1
3
5

3
1

男
女

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

3
1

4
8

3
8

卓
球

2
1

1
4

9
剣

道
2

1
8

8
マ

ン
ド

リ
ン

2
0

2
1

1
1

美
術

2
1

2
3

1
8

パ
ソ

コ
ン

2
0

3
1

1
6

野
幌

中
学

校
野

球
2

1
1
7

1
0

単
独

野
幌

・
江

別
第

二
・

当
別

・
新

篠
津

サ
ッ

カ
ー

3
2

2
2

2
0

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

2
1

1
8

1
3

陸
上

4
2

2
2

1
6

卓
球

2
1

3
6

2
7

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

4
3

4
9

3
1

吹
奏

楽
2

1
5
6

3
4

美
術

2
1

5
1

3
2
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令
和
６
年
度
　
江
別
市
立
中
学
校
部
活
動
ご
と
の
指
導
者
数
・
加
入
者
数
一
覧

学
校

名
部

活
動

名
顧

問
・

副
顧

問
指

導
員

う
ち

専
門

加
入

者
数

(
R
6
.
5
.
1
)

加
入

者
数

(
R
6
.
1
0
.
1
）

合
同

チ
ー

ム
(
R
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 江別市部活動の在り方検討委員会設置要綱を次のように定める。 

 

  令和５年６月２８日 

 

江別市教育委員会     

教育長 黒 川 淳 司  

 

   江別市部活動の在り方検討委員会設置要綱 

 

 （設置） 

第１条 生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保するこ

とを目的に、江別市立中学校における部活動の在り方を検討するため、江別市部活動の

在り方検討委員会（以下「検討委員会」）という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 検討委員会は、次に掲げる事項について検討する。 

 (1) 部活動の在り方に関すること。 

 (2) 地域の幅広い協力による部活動指導体制の充実に関すること。 

 (3) 地域のスポーツ・文化団体、大学等との連携による持続的な部活動運営体制の確立

に関すること。 

 (4) その他部活動の在り方に関し、教育委員会が必要と認めること。 

 （組織） 

第３条 検討委員会は、委員１０人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者の中から教育長が委嘱する。 

 (1) 学識経験者 

 (2) 学校関係者 

 (3) スポーツ関係団体関係者 

 (4) 文化関係団体関係者 

 (5) 保護者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から令和７年３月３１日までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、教育長は、必要と認めるときは、委員の任期を延長するこ

とができるものとする。 

３ 委員に欠員が生じたときは、委員の補充に努めるものとする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 検討委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選により選任し、副委員長は、委員長が指名する。 

３ 委員長は、会務を総括し、検討委員会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、その職

務を代理する。 
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 （会議） 

第６条 検討委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集する。 

２ 委員長は、会議の議長となる。 

３ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

４ 委員長は、委員以外の必要と認める者に会議への出席を求めてその意見若しくは説明

を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

 （庶務） 

第７条 検討委員会の庶務は、教育部学校教育支援室学校教育課、生涯学習課及びスポー

ツ課において処理する。 

 （補則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、教育長が

定める。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、令和５年７月１日から施行する。 

 （会議招集の特例） 

２ この要綱による最初の会議は、第６条第１項の規定にかかわらず、教育長が招集する 

 。 
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